
中学校 3 学年国語科学習指導案 

日時：令和 7 年 9 月 30 日（火） 

場所： 3 年 B 組教室 

学習者： 3 年 B 組（3５名） 

授業者：稲田知陽研究生（印） 

（指導教諭 加儀修哉教諭） 

１、単元名 シン・言葉をつかむ 

（「作られた「物語」を超えて」（光村図書『国語３』）） 

 

２、単元設定について 

（１）育てたい能力に関する生徒の実態と目指す方向【生徒観】） 

 現代社会は多様化が進み、共生社会が形成されつつある。B 組の生徒は、共生社会を生きる中で様々な立場

の人を受け入れたり、英語などの言語を使用して交流をしたりしようとする能力は高いものの、多様な立場の

人に寄り添うまでには至らなかったり、自ら進んで視野を広げることには抵抗感があったりするように見受け

られる。また、グループ活動では意見が出やすいものの、クラス全体での発言量は少ない。本単元を通して、

視野を広げ、自らの意見を醸成する能力を育てる。同時に、言葉についても感覚を鋭くし、その功罪や使用す

る語の選択にも意識的になるような姿勢を養いたい。また、グループワークを随所に取り入れることによって、

意見交流によって考えを深めたり、多角的な視点を養ったりすることを目指す。 

 

（２）教材の捉え方/教材化にあたって【教材観】 

・教材文の分析 

本教材の特徴は、堅固なようでいて危うさを持つ言葉の二面性に気づかせるため、筆者が用意した具体例ゴ

リラの記述が魅力的であること、そして、そこからの一般化が実にスムーズであることだろう。本論の前半で

語られる 40 年余りアフリカに通いながらジャングルでゴリラと生活をしてきた筆者の体験談は、作りものには

ないおもしろさがあり、思わず文章に引き込まれる。「物語」というキーワードを示すことで、人間の一方的な

誤解により命を奪われたり劣悪な環境に閉じ込められたりしてきたゴリラの運命に対する悲哀と怒りが、決し

て過去の人間達の罪に留まらないことを知った読者の感情が大きく揺さぶられる。ゴリラという具体化によっ

て、本編後半で展開される主張への一般化、抽象化が鮮やかである。人間は言葉を発明し知性を発達させてき

た、言葉は情報伝達のために必要不可欠なものであり、人間が自分の気持ちを伝える信頼できるコミュニケー

ション手段である、という無意識の思い込みに疑問を抱かせ、新たな視座を提示するという論理展開が円滑で

あることである。どんなに客観的な説明や描写を心がけたとしても、人間は自分の受けた印象に影響され間違

う危険性がある。言葉は万能であるからこそ万能でないことを、読者に自分で気づかせる、その論の流れが見

事である。 

 言葉については、筆者は次のようにも語っている。「言葉の効用はまず『見えないもの』を聴覚に移し替えて

視覚に再現し、隠されていることを知ろうという欲望を引き起こしたことである。言葉には重さがないから、

どこにでも持ち運びできる。遠くにあって見えないこと、過去に起こって体験できなかったことを、言葉で再

現してまるで見たことのように感じさせることができる。まさに、言葉は時空を自在に飛び越える力を持って

いるのである。／言葉のもうひとつの能力は、世界を切り分けて、カテゴリーに分類する力である。空と大地

に、海と岸に分けて、そこに境界を引く。植物を根と幹と枝に分け、実と葉とを分類し、用途を付与する。も

ちろん、サルや類人猿だってそれらの区別はできる。しかし、言葉で命名することによってその違いは鮮明に

なり、それぞれに意味を持たせることができるのだ。たとえば、昨日と今日の空は違う。昨日は一日中太陽が



照っていたが、今日は朝から曇っていていずれ雨が来るだろう。そして川は増水して渡れなくなる。同じ空で

も様子の違いが次に起こることを予感させる。言葉はひとつひとつの出来事に意味を付与してつなぎ合わせ、

物語にして仲間と共有させる。おかげで私たちは自分が経験していない過去の出来事を、仲間の言葉から学ぶ

ことができるのだ。」（２）一度「物語」の危険性に気づいた読者は、この文章から言葉の功罪両方を読み取るこ

とができるだろう。 

（１）山極寿一『森の声、ゴリラの目 人類の本質を未来へつなぐ』二〇二四年二月六日 小学館新書 

 

・教材化の分析 

本教材は「言葉」や、「言葉」から作られる「物語」を盲目的に信じることの危うさを論じており、そのテー

マは、世の中を批判的な視点で観察する視点を養ったり、「言葉」を醸成したりすることが求められる中学生に

適した教材である。また筆者は主張を伝えるために、具体と抽象や原因と結果など論理の展開に工夫を凝らし

ている。明快な論旨が特徴であるため、原因と結果、意見と根拠、具体と抽象などの関係に着目して、論理の

展開を捉えたり、論理の展開に説得力を持たせるための工夫を見つけ出したりすることに適している。 

 

３、単元の目標 

「筆者の主張や論理の展開について、具体と抽象の関係を学ぶことを通して、論理の展開に説得力を持たせる

文章を書くための力を育む。」 

 

４、本単元における言語活動 

 本単元においては、第 4 時、第 5 時に山極寿一の著作を読み、考えを広げる活動や、その主張をもとに意見

文を書く活動を行う。これらの活動を通して、考えを深化させる力や自らの思いを表す言葉を精査する力、具

体・抽象を実際に運用する力を磨く。 

 

５、単元の評価基準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①具体と抽象など情報と情報との

関係について理解を深めるようと

している。（情報（２）ア） 

 

 

 

 

 

①文章の種類を踏まえて、論理や

物語の展開の仕方などを捉えよう

としている。（C（１）ア） 

②文章を読んで考えを広げたり深

めたりして、人間、社会、自然な

どについて、自分の意見を持とう

としている。（Ｃ（１）オ） 

 

①進んで文章の構成や筆者の問題

意識について捉えようとしてい

る。 

②文章を読んで得た学びを自らの

生活や文章に活かそうとしてい

る。 

 

６、単元の全体計画（全５時） 

次 時 ねらいと学習内容 ◯指導上の留意点 

☆評価規準・評価方法等 

一

次 

１時 【ねらい】本文全体の内容を理解し、筆者の問題意

識や、論理の展開の枠組みを捉える。 

【内容】範読を聞く。筆者の問題意識を捉え、本文

の構成を確認する。序論、本論、結論を班ごとに話

し合い、分ける。 

◯写真、動画などの資料を効果的に用い

て、生徒の関心を高める。 

☆（主①）進んで文章の構成や筆者の問題

意識について捉えようとしている。（ワー

クシート、発言、見取り） 



２時 【ねらい】論理の展開の大枠を捉える。 

【内容】具体と抽象の関係について、班ごとに内容

を読み取り図示する。 

 

◯具体と抽象について、図式化して視覚的

に示す。 

◯論理の展開を踏まえ、筆者の主張を捉え

るように促す。 

☆（知・技①）具体と抽象など情報と情報

との関係について理解を深めようとしてい

る。（ワークシート、発言） 

☆（思・判・表①）文章の種類を踏まえ

て、論理や物語の展開の仕方などを捉えよ

うとしている。（ワークシート、発言、見

取り） 

３時 【ねらい】論理の展開をまとめ、筆者の主張を捉え

る。 

【内容】筆者は「物語」を超えて真実を知るために

どうすべきだと主張しているか、筆者の主張を捉え

る。 

☆（思・判・表①）文章の種類を踏まえ

て、論理や物語の展開の仕方などを捉えよ

うとしている。（ワークシート、発言、見

取り） 

二

次 

４時 【ねらい】筆者の他の著作を読んだり、現代に見ら

れる「物語」を考えたりしながら、筆者の著作を読

み、意見文の骨子をつくる。 

【内容】筆者の他の著作を読み、その感想や印象に

残った言葉から、意見文の骨子をつくる。考えがま

とまった人は意見文を書き始める。 

◯筆者の主張から、自らの主張を醸成する

ことができるように支援する。 

◯文章を読む抵抗感をなくすため、交流の

活動を行う。 

☆（思・判・表②）文章を読んで考えを広

げたり深めたりして、人間、社会、自然な

どについて、自分の意見を持とうとしてい

る。（成果物、見取り） 

５時 【ねらい】筆者の主張について、単元で学んだ文章

の工夫を活かして自らの意見をまとめる。 

【内容】筆者の主張について考え、自らの主張を述

べる意見文を書く。筆者の言説や、筆者が執筆した

本に触れる機会をつくる。 

◯構成シートをもとに書くことができるよ

うに準備をする。 

☆（主②）文章を読んで得た学びを自らの

生活や文章に活かそうとしている。（成果

物、見取り） 

 

 

７、本時の学習 

（１）本時のねらい 

筆者の他の著作を読み、自らの主張を考えながら、意見文の骨組みを作る。 

 

（２）本時の展開（４/５時） 

 指導事項 学習活動（◆反応予想） 指導上の留意点 

●留意点◯手立て☆評価 

導入 

５分 

１）前回の振り返り 

 

 

 

 

１）前回の学びについて振り返る。 

◆具体と抽象の関係を確認した。 

◆言葉の選択には筆者の意図があった。 

◆序論、本論、結論には、それぞれ話題提示、

具体例、主張（まとめ）などの役割があった。 

 



 

２）本時の確認 

 

２）本時の進め方を確認する。 

展開 1 

25 分 

１）考えを広げる。 

 

 

 

 

 

１）筆者の主張に基づく意見文を書くために、

筆者の他の著作にふれる。 

・ジグソー法を用いて、山極氏が執筆した 3 冊

から引用した文章を読む。 

（書かれている内容、筆者の主張） 

・『スマホを捨てたい子どもたち  野生に学ぶ

「未知の時代」の生き方』p.64-67,p.147-152 

・『京大式 おもろい勉強法』p.131-132,p.137-

141 

・『ゴリラからの警告「人間社会、ここがおかし

い」』p.14-17,p.69-72 

 

２）ホームの班で共有する。 

◆『京大式 おもろい勉強法』では、音楽や所

有について話されていた。筆者は、言葉よりも

音楽のほうが心と心を結びつけ、身体と身体を

結びつける力を持っていることや、「自分たちの

利益を守るために」という文言しか育たない精

神の問題があることについて主張している。 

◯B4 用紙に印刷したもの

を配布し、生徒が手元で

見ることができるように

する。 

●教師が山極氏の著作か

ら 3 冊選定したものか

ら、それぞれまとまった

2 つの文章を提示する。 

 

●それぞれの班の人数が

おおむね同数になるよう

に調整する。 

 

●前時の筆者の主張の要

約を行った経験を活か

し、要約を行うように周

知する。 

展開Ⅱ 

1８分 

２）意見文を書く準

備をする。 

１）意見文を書くときの周囲点を聞く。 

◆具体と抽象を意識する。 

 

２）山極の文章を読み、ワークシートに記入す

る。 

◆「どんな言葉巧みな演説も音楽にはかないま

せん」という言葉が印象に残った。 

◆コミュニケーションは情報交換にとどまら

ず、心と心の触れ合いである。言葉のみがコミ

ュニケーションの手段ではない。 

◆合唱の練習でも、クラスがまとまり、心が一

つになったような感覚があった。 

 

３）序論・本論・結論の構成や、具体と抽象、

言葉の選択を意識しながら、400 字程度の意見

文を書く。 

◯文章を読むことが苦手

な生徒については、読み

やすいものを進めたり、

教科書で書くことを認め

たりする。 

 

◯具体的な事例につい

て、個別指導をしながら

考えることを補助する。 

 

●ワークシートへの記入

が終わった生徒について 

は、個別に内容を確認す

る。 

 

●内容の確認が終わった

生徒については、意見文

を書く活動に移るように

伝える。 

 

●意見文については、

ICT 機器を用いても、原



稿用紙を用いても良いこ

とを伝え、自分に合った

ものを選択させる。 

 

☆（思・判・表②）文章

を読んで考えを広げたり

深めたりして、人間、社

会、自然などについて、

自分の意見を持とうとし

ている。（成果物、見取

り） 

まとめ 

２分 

１）本時の振り返り

と次時の予告 

１）本時の学びを振り返り、次時の学習内容を

知る。 

◯次時では、意見文を完

成させ、交流する活動を

行うことを伝え、次時へ

の見通しを持たせる。 

 

８、板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９、資料 

 

 



 

 



 

 

 

 



１０、ワークシート 

 


